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政
府
補
助
金
、賃
料
減
免
、継
続
企
業
の
前
提
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
の
実
務
論
点

第３章

有
限
責
任 

あ
ず
さ
監
査
法
人

公
認
会
計
士

渡
部
　
瑞
穂

【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
雇
用
調
整
助
成
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、Ｉ
Ａ
Ｓ
20
号
に
従
い
開
示
が
必

要
に
な
る
。

●「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
関
連
す
る
賃
料

減
免（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
改
訂
）」の
早

期
適
用
が
可
能
で
あ
り
、適
用
し
た
場

合
リ
ー
ス
の
条
件
変
更
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
の
評
価
が
不
要
と
な
る
。な

お
、当
該
実
務
上
の
便
法
を
適
用
し
た

旨
お
よ
び
影
響
額
の
開
示
が
必
要
に
な

る
。

●
継
続
企
業
の
前
提
に
重
要
な
不
確
実
性

は
な
い
と
結
論
づ
け
た
も
の
の
、結
論

に
至
る
過
程
に
お
い
て
重
要
な
判
断
を

行
っ
た
場
合
は
、Ｉ
Ａ
Ｓ
1
号
に
従
い
開

示
が
必
要
に
な
る
。

●
期
末
日
後
に
重
要
な
事
象
が
発
生
し
た

場
合
、Ｉ
Ａ
Ｓ
10
号
に
従
い
検
討
が
必

要
と
な
る
。

は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
─
19
）の
感
染
拡
大
は
、
本
稿
執

筆
時
点
の
11
月
下
旬
に
お
い
て
、
欧
州
等

の
諸
外
国
で
は
再
び
感
染
拡
大
の
兆
し
を

み
せ
、
ま
た
日
本
で
も
拡
大
の
様
相
を
呈

し
て
お
り
、
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─
19
は
、
引
き
続
き
企
業
の
決
算
業
務
お

よ
び
監
査
業
務
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
─
19
を
踏
ま
え
た
、
今
期
に
お
け
る

IFRS®Standards

（
以
下
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

基
準
」と
い
う
）を
適
用
し
て
い
る
会
社
が

留
意
す
べ
き
事
項
を
、
設
例
と
開
示
例
を

交
え
て
解
説
す
る
。
な
お
、
文
中
意
見
に

係
る
部
分
は
筆
者
の
私
見
で
あ
る
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
申
し
添
え
る
。

政
府
補
助
金

各
国
の
政
府
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─
19
の

感
染
拡
大
へ
の
対
応
と
し
て
、
企
業
の
支

援
等
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

（
補
助
金
、融
資
、税
制
優
遇
、保
証
な
ど
）

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
府
か
ら

の
支
援
に
つ
い
て
、
国
際
会
計
基
準（
Ｉ

Ａ
Ｓ
）20
号「
政
府
補
助
金
の
会
計
処
理
及

び
政
府
援
助
の
開
示
」の「
政
府
補
助
金
」

の
定
義
を
満
た
す
場
合
に
は
、
同
基
準
に

従
っ
て
会
計
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、日
本
に
お
い
て
は
４
月
か
ら
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─
19
の
影
響
に
よ
り
事
業
活

動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
つ
一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
事
業
主
に
対
し
て
、

休
業
手
当
等
の
一
部
を
助
成
す
る
雇
用
調

整
助
成
金
の
特
例
措
置
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
政
府
に

よ
る
援
助
で
あ
っ
て
、
企
業
の
営
業
活
動

に
関
す
る
一
定
の
条
件
を
過
去
に
お
い
て

満
た
し
た
こ
と
の
見
返
り
と
し
て
、
企
業

に
資
源
を
移
転
す
る
形
態
に
よ
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
20
号
の
政
府
補
助
金

の
定
義
を
満
た
す
こ
と
に
な
る（
Ｉ
Ａ
Ｓ

20
号
３
項
）。

政
府
補
助
金
は
、「
資
産
に
関
す
る
補
助

金
」と「
収
益
に
関
す
る
補
助
金
」に
大
別

さ
れ
る
。
資
産
に
関
す
る
政
府
補
助
金

は
、
繰
延
収
益
と
し
て
補
助
金
を
計
上
す

る
方
法
、
ま
た
は
補
助
金
を
控
除
し
て
資

産
の
帳
簿
価
額
を
算
出
す
る
方
法
の
い
ず

れ
か
に
よ
り
、
財
政
状
態
計
算
書
に
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
Ｉ
Ａ
Ｓ
20
号
24

項
）。
一
方
で
収
益
に
関
す
る
補
助
金
は
、

純
損
益
の
一
部
と
し
て
、
独
立
科
目
ま
た

は
そ
の
他
の
一
般
的
な
科
目
名
で
表
示
す

る
方
法
と
、
関
連
す
る
費
用
か
ら
当
該
補

助
金
を
控
除
す
る
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い

る（
Ｉ
Ａ
Ｓ
20
号
29
項
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
１
号
97

項
）。
ま
た
、
財
務
諸
表
の
適
切
な
理
解

の
た
め
に
、
独
立
し
て
開
示
す
る
こ
と
を

要
求
さ
れ
て
い
る
収
益
項
目
ま
た
は
費
用

項
目
に
、
政
府
補
助
金
が
与
え
る
影
響
を


